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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上のデータアプリケーションを含むデータアプリケーショングループを記憶する記
憶装置と、
　前記１以上のデータアプリケーションから装置固有のデータアプリケーションを選択す
るためのデータアプリケーション選択情報を生成し、前記データアプリケーション選択情
報を前記記憶装置に伝送し、前記記憶装置から前記装置固有のデータアプリケーションを
受信して提供するデジタルメディア再生装置とを備え、
　前記データアプリケーション選択情報は、前記デジタルメディア再生装置のシステム情
報及び前記データアプリケーショングループの選択情報を含み、
　前記記憶装置は、前記データアプリケーション選択情報に基づき、前記装置固有のデー
タアプリケーションを選択し、前記装置固有のデータアプリケーションを前記デジタルメ
ディア再生装置に伝送することを特徴とするデータアプリケーションの提供システム。
【請求項２】
　請求項１記載のシステムであって、
　前記記憶装置は、前記１以上のデータアプリケーションのそれぞれの仕様情報を前記シ
ステム情報と比較することにより、前記装置固有のデータアプリケーションを選択するこ
とを特徴とするシステム。
【請求項３】
　請求項１記載のシステムであって、
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　前記デジタルメディア再生装置は、放送網又は通信網を介して、前記データアプリケー
ショングループの選択情報を受信することを特徴とするシステム。
【請求項４】
　請求項１記載のシステムであって、
　前記デジタルメディア再生装置は、記憶媒体から前記データアプリケーショングループ
の選択情報を読み取ることを特徴とするシステム。
【請求項５】
　１以上のデータアプリケーションを含むデータアプリケーショングループを記憶する記
憶装置と、
　前記１以上のデータアプリケーションから装置固有のデータアプリケーションを選択す
るためのデータアプリケーション選択情報を生成し、前記データアプリケーション選択情
報を前記記憶装置に伝送し、前記記憶装置から前記装置固有のデータアプリケーションを
受信して提供するデジタルメディア再生装置とを備え、
　前記データアプリケーション選択情報は、前記装置固有のデータアプリケーションの選
択情報を含み、
　前記デジタルメディア再生装置は、前記デジタルメディア再生装置のシステム情報及び
前記データアプリケーショングループの選択情報に基づき、前記装置固有のデータアプリ
ケーションの選択情報を生成することを特徴とするデータアプリケーションの提供システ
ム。
【請求項６】
　請求項５記載のシステムであって、
　前記データアプリケーショングループの選択情報は、前記１以上のデータアプリケーシ
ョンのそれぞれの仕様情報を含み、
　前記デジタルメディア再生装置は、前記仕様情報を前記システム情報と比較することに
より、前記装置固有のデータアプリケーションの選択情報を生成することを特徴とするシ
ステム。
【請求項７】
　請求項５記載のシステムであって、
　前記デジタルメディア再生装置は、放送網又は通信網を介して、前記データアプリケー
ショングループの選択情報を受信することを特徴とするシステム。
【請求項８】
　請求項５記載のシステムであって、
　前記デジタルメディア再生装置は、記憶媒体から前記データアプリケーショングループ
の選択情報を読み取ることを特徴とするシステム。
【請求項９】
　（ａ）記憶装置に記憶されるデータアプリケーショングループに含まれる１以上のデー
タアプリケーションから装置固有のデータアプリケーションを選択するためのデータアプ
リケーション選択情報を生成するステップと、
　（ｂ）前記データアプリケーション選択情報を前記記憶装置に伝送するステップと、
　（ｃ）前記記憶装置から前記装置固有のデータアプリケーションを受信して提供するス
テップとを備え、
　前記ステップ（ａ）は、
　（ａ－１）前記データアプリケーショングループの選択情報を受信するステップと、
　（ａ－２）前記データアプリケーショングループの選択情報に基づいて、前記データア
プリケーション選択情報を生成するステップとを含むことを特徴とするデータアプリケー
ションの提供方法。
【請求項１０】
　請求項９記載の方法であって、
　前記ステップ（ａ－１）は、放送網又は通信網を介して、前記データアプリケーション
グループの選択情報を受信することを備えることを特徴とする方法。
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【請求項１１】
　請求項９記載の方法であって、
　前記ステップ（ａ－１）は、記録媒体から前記データアプリケーショングループの選択
情報を読み取ることを備えることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項９記載の方法であって、
　前記ステップ（ａ－２）は、デジタルメディア再生装置のシステム情報及び前記データ
アプリケーショングループの選択情報を含む前記データアプリケーション選択情報を生成
することを備えることを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項９記載の方法であって、
　前記データアプリケーション選択情報は、前記装置固有のデータアプリケーションの選
択情報を含み、
　前記ステップ（ａ－２）は、（ａ－３）デジタルメディア再生装置のシステム情報及び
前記データアプリケーショングループの選択情報に基づいて、前記装置固有のデータアプ
リケーションの選択情報を生成することを備えることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１３記載の方法であって、
　前記データアプリケーショングループの選択情報は、前記１以上のデータアプリケーシ
ョンのそれぞれの仕様情報を含み、
　前記ステップ（ａ－３）は、前記仕様情報を前記システム情報と比較することによって
、前記装置固有のデータアプリケーションの選択情報を生成することを含むことを特徴と
する方法。
【請求項１５】
　請求項９～請求項１４のいずれか１項に記載のデータアプリケーションの提供方法を具
現化する機能を実行するプログラムを有するコンピュータで読み取り可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、装置固有のデータアプリケーションの提供システム、方法及びこれを実現す
る機能を実行するプログラムを有するコンピュータで読み取り可能な媒体に関する。さら
に具体的には、デジタルメディア再生装置のシステム情報に基づいて、装置固有のデータ
アプリケーションの提供システム、方法及びこれを実現する機能を実行するプログラムを
有するコンピュータで読み取り可能な媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　技術の発展と視聴者のニーズに伴い、放送環境が変化している。従来のアナログ放送か
らデジタル放送に転換しており、地上波放送だけでなくケーブル放送や衛星放送、更に超
高速通信ネットワークを用いたいわゆるＩＰ－ＴＶサービス、地上波及び衛星ＤＭＢ（Di
gital Multimedia Broadcasting）のように、放送媒体が多様化している。
【０００３】
　また、デジタル放送環境では、通信ネットワークと関連付けることによって双方向性を
可能にするプログラム信号を伴う、様々なデータアプリケーションの伝送が可能である。
【０００４】
　様々なデータアプリケーションを用いた様々なデータサービスは、視聴者が手軽く利用
できるという点からデジタル放送の普及に重要な役割をすると予想されている。
【０００５】
　最近、高画質（HD）放送が人気を博しているので、大容量の映像を記録することができ
る次世代光ディスク記憶媒体の開発が進んでいる。
【０００６】
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　このような次世代光ディスク記憶媒体として、ＨＤ－ＤＶＤ、ブルーレイディスク等が
提案されている。
【０００７】
　ディスク媒体再生装置において、データアプリケーションサービスを提供するために、
ＨＤｉ（High Definition interactive）規格又はＢＤ－Ｊ規格が開発されている。ＨＤ
ｉ規格は、ＨＤ－ＤＶＤによってサポートされるデータアプリケーションサービスと上級
ユーザメニュー機能のための標準規格である。ＢＤ－Ｊ規格は、ブルーレイディスクによ
ってサポートされるデータアプリケーションサービスのための標準規格である。光ディス
ク記憶媒体のための標準規格を使用することによって、データアプリケーションが具現化
され、かつ提供され得る。
【０００８】
　本願発明の明細書において、デジタルメディア再生装置は、放送プログラムを提供する
ためにデジタル放送を受信し、または次世代光学ディスク媒体に記憶されたマルチメディ
アコンテンツを再生するためにデータアプリケーションを受信して提供することができる
装置を意味する。
【０００９】
　例えば、デジタルメディア再生装置は、ＡＴＳＣ等の地上波放送規格に準拠し、ＤＡＳ
Ｅ等の双方向データ放送規格をサポートするデジタルテレビ又はセットトップボックスで
あってもよい。デジタルメディア再生装置はまた、ＯｐｅｎＣａｂｌｅやＤＶＢ等のデー
タ放送規格、例えば、ＯＣＡＰ又はＭＨＰ等をサポートするデジタルテレビ又はセットト
ップボックスであってもよい。デジタルメディア再生装置はまた、ＩＰ－ＴＶ又はＤＭＢ
のデータ放送規格をサポートするセットトップボックス又は移動通信端末であってもよい
。また、デジタルメディア再生装置は、ブルーレイディスクを再生し、ＢＤ－Ｊ規格をサ
ポートすることができるブルーレイディスクプレーヤーであってもよい。
【００１０】
　データアプリケーションは、（登録商標）Ｊａｖａプラットフォームで具現することが
でき、デジタルメディア再生装置は、Ｊａｖａ ＡＰＩ又はＪａｖａ－ＴＶ　ＡＰＩをサ
ポートすることができる。
【００１１】
　デジタルメディア再生装置を用いたデータアプリケーションを提供する従来方法には、
次のような問題点がある。
【００１２】
　データアプリケーションの製作者は、デジタルメディア再生装置に最適な装置固有のシ
ステム仕様の代わりに、推奨されているシステム仕様に基づいてデータアプリケーション
を製作する。
【００１３】
　従って、推奨されているシステム仕様よりも劣るシステム仕様を有するデジタルメディ
ア再生装置は、データアプリケーションを実行することができない。
【００１４】
　さらに、推奨されているシステム仕様よりも優れたシステム仕様を有するデジタルメデ
ィア再生装置は、データアプリケーションを実行することはできる一方、効率的にデータ
アプリケーションを提供することができない。
【００１５】
　例えば、データアプリケーションが標準解像度（SD）の場合、高解像度（HD）のデータ
アプリケーションをサポートするデジタルメディア再生装置は、標準解像度のデータアプ
リケーションを提供せざるを得ない。
【００１６】
　また、デジタルメディア再生装置が様々なデータアプリケーション規格をサポートする
ときでさえ、一部のデータアプリケーションを実行することができない場合がある。
【００１７】
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　例えば、データアプリケーションがあるデジタルメディア再生装置では実行されるが、
他のデジタルメディア再生装置では実行されない場合が発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明の目的は、デジタルメディア再生装置のシステム情報に基づき、装置固有のデー
タアプリケーションを提供するシステム及び方法を提供することにある。
【００１９】
　本発明の他の目的は、装置固有のデータアプリケーションの提供方法を具現化する機能
を実行するプログラムを有するコンピュータで読み取り可能な媒体を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明の上述した目的を達成するために、本発明は、１以上のデータアプリケーション
を含むデータアプリケーショングループを記憶する記憶装置と、前記１以上のデータアプ
リケーションから装置固有のデータアプリケーションを選択するためのデータアプリケー
ション選択情報を生成し、前記データアプリケーション選択情報を前記記憶装置に伝送し
、前記記憶装置から前記装置固有のデータアプリケーションを受信して提供するデジタル
メディア再生装置とを備えることを特徴とするデータアプリケーションの提供システムを
提供する。
【００２１】
　好ましくは、前記データアプリケーション選択情報は、前記デジタルメディア再生装置
のシステム情報及び前記データアプリケーショングループの選択情報を含み、前記記憶装
置は、前記データアプリケーション選択情報に基づき、前記装置固有のデータアプリケー
ションを選択し、前記装置固有のデータアプリケーションを前記デジタルメディア再生装
置に伝送する。
【００２２】
　好ましくは、前記記憶装置は、前記１以上のデータアプリケーションのそれぞれの仕様
情報を前記システム情報と比較することにより、前記装置固有のデータアプリケーション
を選択する。
【００２３】
　好ましくは、前記デジタルメディア再生装置は、放送網又は通信網を介して、前記デー
タアプリケーショングループの選択情報を受信する。
【００２４】
　好ましくは、前記デジタルメディア再生装置は、記憶媒体から前記データアプリケーシ
ョングループの選択情報を読み取る。
【００２５】
　好ましくは、前記データアプリケーション選択情報は、前記装置固有のデータアプリケ
ーションの選択情報を含み、前記デジタルメディア再生装置は、前記デジタルメディア再
生装置のシステム情報及び前記データアプリケーショングループの選択情報に基づき、前
記装置固有のデータアプリケーションの選択情報を生成する。
【００２６】
　好ましくは、前記データアプリケーショングループの選択情報は、前記１以上のデータ
アプリケーションのそれぞれの仕様情報を含み、前記デジタルメディア再生装置は、前記
仕様情報を前記システム情報と比較することにより、前記装置固有のデータアプリケーシ
ョンの選択情報を生成する。
【００２７】
　好ましくは、前記デジタルメディア再生装置は、放送網又は通信網を介して、前記デー
タアプリケーショングループの選択情報を受信する。
【００２８】
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　好ましくは、前記デジタルメディア再生装置は、記憶媒体から前記データアプリケーシ
ョングループの選択情報を読み取る。
【００２９】
　本発明によれば、（ａ）記憶装置に記憶されるデータアプリケーショングループに含ま
れる１以上のデータアプリケーションから装置固有のデータアプリケーションを選択する
ためのデータアプリケーション選択情報を生成するステップと、（ｂ）前記データアプリ
ケーション選択情報を前記記憶装置に伝送するステップと、（ｃ）前記記憶装置から前記
装置固有のデータアプリケーションを受信して提供するステップとを備えることを特徴と
するデータアプリケーションの提供方法が提供される。
【００３０】
　好ましくは、前記ステップ（ａ）は、（ａ－１）前記データアプリケーショングループ
の選択情報を受信し、（ａ－２）前記データアプリケーショングループの選択情報に基づ
いて、前記データアプリケーション選択情報を生成することを含む。
【００３１】
　好ましくは、前記ステップ（ａ－１）は、放送網又は通信網を介して、前記データアプ
リケーショングループの選択情報を受信することを備える。
【００３２】
　好ましくは、前記ステップ（ａ－１）は、記録媒体から前記データアプリケーショング
ループの選択情報を読み取ることを備える。
【００３３】
　好ましくは、前記ステップ（ａ－２）は、前記デジタルメディア再生装置のシステム情
報及び前記データアプリケーショングループの選択情報を含む前記データアプリケーショ
ン選択情報を生成することを備える。
【００３４】
　好ましくは、前記データアプリケーション選択情報は、前記装置固有のデータアプリケ
ーションの選択情報を含み、前記ステップ（ａ－２）は、（ａ－３）前記デジタルメディ
ア再生装置のシステム情報及び前記データアプリケーショングループの選択情報に基づい
て、前記装置固有のデータアプリケーションの選択情報を生成することを備える。
【００３５】
　好ましくは、前記データアプリケーショングループの選択情報は、前記１以上のデータ
アプリケーションのそれぞれの仕様情報を含み、前記ステップ（ａ－３）は、前記仕様情
報を前記システム情報と比較することによって、前記装置固有のデータアプリケーション
の選択情報を生成することを含む。
【００３６】
　本発明によると、本発明の方法の各ステップを実行するプログラムを有するコンピュー
タで読み取り可能な媒体を提供する。
【発明の効果】
【００３７】
　上述したように、本発明によれば、デジタルメディア再生装置のシステム情報に基づき
、装置固有のデータアプリケーションを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の装置固有のデータアプリケーションの提供システムの例示的ブロック図
。
【図２】本発明の装置固有のデータアプリケーションの提供方法の例示的フローチャート
。
【図３】本発明の装置固有のデータアプリケーションを選択するための第１の方法を例示
するフローチャート。
【図４】本発明の装置固有のデータアプリケーションを選択するための第２の方法を例示
するフローチャート。
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【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、本発明の装置固有のデータアプリケーションの提供システム、方法及びこれを具
現化する機能を実行するプログラムを有するコンピュータで読み取り可能な媒体を、添付
した図面を参照して説明する。
【００４０】
　図１は、本発明の装置固有のデータアプリケーションの提供システムの例示的ブロック
図である。
【００４１】
　図１を参照すると、本発明のシステムは、記憶装置１００と、デジタルメディア再生装
置２００とを備える。
【００４２】
　記憶装置１００は、１以上のデータアプリケーションを含むデータアプリケーショング
ループを記憶する。
【００４３】
　一の実施形態によれば、記憶装置１００は、例えば、インターネット等の有線／無線通
信ネットワークを介してデジタルメディア再生装置２００と接続される。記憶装置１００
は、１以上のデータアプリケーションの少なくとも一部を、デジタルメディア再生装置２
００に伝送するサーバを備える。
【００４４】
　他の実施形態によれば、記憶装置１００は、例えば、デジタルメディア再生装置２００
と接続されるハードディスク記憶装置、大容量不揮発性メモリ、又はブルーレイディスク
を備えてもよい。
【００４５】
　データアプリケーショングループは、同一又は類似の機能を実行する１以上のデータア
プリケーションを備える。１以上のデータアプリケーションのそれぞれは、システム仕様
又は製造業者に従って生成される。
【００４６】
　例えば、第１データアプリケーショングループは、第１～第４データアプリケーション
を含むことができる。第１データアプリケーションは第１製造業者により製造されたがデ
ジタルメディア再生装置に対して最適化したデータアプリケーションであり、第２データ
アプリケーションは第２製造業者により製造されたデジタルメディア再生装置に対して最
適化したデータアプリケーションであり、第３データアプリケーションは通信速度が２Ｍ
ｂｐｓの場合に最適化されたデータアプリケーションであり、第４データアプリケーショ
ンは通信速度が１０Ｍｂｐｓの場合に最適化されたデータアプリケーションであってもよ
い。
【００４７】
　さらに、データアプリケーショングループに含まれる１以上のデータアプリケーション
を、信号処理装置の性能やメモリ容量等のシステム資源や、データアプリケーションの実
行のための標準規格により分類してもよい。
【００４８】
　デジタルメディア再生装置２００は、１以上のデータアプリケーションからデジタルメ
ディア再生装置２００の装置固有のデータアプリケーションを選択するためのデータアプ
リケーション選択情報を生成する。
【００４９】
　デジタルメディア再生装置２００は、生成したデータアプリケーション選択情報を記憶
装置１００に伝送し、記憶装置１００から装置固有のデータアプリケーションを受信して
提供する。
【００５０】
　データアプリケーション選択情報は、装置固有のデータアプリケーション、すなわち、
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デジタルメディア再生装置２００に対して最適化されたデータアプリケーションの選択の
ための情報を含む。
【００５１】
　装置固有のデータアプリケーションは、次の２つの方法によって選択することができる
。
【００５２】
　第１の方法によれば、システム情報及びデータアプリケーショングループの選択情報を
含むデータアプリケーション選択情報を生成し、データアプリケーション選択情報を記憶
装置１００に伝送する。次に、記憶装置１００は、デジタルメディア再生装置２００に対
して最適化された装置固有のデータアプリケーションを選択し、選択された装置固有のデ
ータアプリケーションをデジタルメディア再生装置２００に伝送する。
【００５３】
　デジタルメディア再生装置２００のシステム情報は、例えば、デジタルメディア再生装
置の製造業者、固有の識別番号、信号処理装置の性能、メモリ容量、通信環境等の情報を
含むことができる。
【００５４】
　データアプリケーショングループの選択情報は、記憶装置１００に記憶された１以上の
データアプリケーショングループを識別するために用いられる。
【００５５】
　デジタルメディア再生装置２００は、放送網又は通信網を介して、データアプリケーシ
ョングループの選択情報を受信することができる。
【００５６】
　例えば、デジタルメディア再生装置２００は、デジタル放送を受信して提供する間、放
送網を介して、第１データアプリケーショングループに含まれたデータアプリケーション
を受信して実行するためのデータアプリケーショングループの選択情報を受信することが
できる。第１～第４データアプリケーションを含む第１データアプリケーショングループ
及び第５～第８データアプリケーションを含む第２データアプリケーショングループが記
憶装置１００に記憶されると、デジタルメディア再生装置２００が第１データアプリケー
ショングループの選択情報を含むデータアプリケーション選択情報を記憶装置１００に伝
送する。
【００５７】
　次に、記憶装置１００は、データアプリケーション選択情報に含まれた第１データアプ
リケーショングループの選択情報に従って第１データアプリケーショングループを選択す
る。
【００５８】
　その後、記憶装置１００は、第１データアプリケーショングループに含まれた第１～第
４データアプリケーションからデジタルメディア再生装置２００に対して最適化された装
置固有のデータアプリケーションを選択する。
【００５９】
　特に、記憶装置１００は、第１～第４データアプリケーションのそれぞれの仕様情報と
データアプリケーション選択情報に含まれたデジタルメディア再生装置２００のシステム
情報とを比較することによって、デジタルメディア再生装置２００に対して最適化された
装置固有のデータアプリケーションを選択する。
【００６０】
　例えば、システム情報の分析により、第１データアプリケーションは第１製造業者によ
って製造されたデジタルメディア再生装置に対して最適化されたデータアプリケーション
であり、第２データアプリケーションは第２製造業者によって製造されたデジタルメディ
ア再生装置に対して最適化されたデータアプリケーションであり、第３データアプリケー
ションは通信速度が２Ｍｂｐｓの場合に最適化したデータアプリケーションであり、第４
データアプリケーションは通信速度が１０Ｍｂｐｓの場合に最適化したデータアプリケー
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ションであり、そして、システム情報の分析によりデジタルメディア再生装置２００が第
１製造業者によって製造されたものである場合、記憶装置１００は第１データアプリケー
ションを選択する。
【００６１】
　選択されたデータアプリケーションは、記憶装置１００によりデジタルメディア再生装
置２００に伝送される。
【００６２】
　その後、デジタルメディア再生装置２００は、記憶装置１００から伝送されたデータア
プリケーションを受信して、受信したデータアプリケーションを実行する。
【００６３】
　他の実施形態によれば、デジタルメディア再生装置２００は、放送網や通信網を介して
、データアプリケーショングループの選択情報を受信する代りに、記憶媒体からデータア
プリケーショングループの選択情報を読み取ることができる。
【００６４】
　例えば、デジタルメディア再生装置２００は、ハードディスク、ブルーレイディスク及
びＤＶＤ等の記憶媒体に記憶されたデジタルマルチメディアコンテンツを実行する間、第
１データアプリケーショングループに含まれたデータアプリケーションを受信して実行す
るために、データアプリケーション選択情報を記憶媒体から読み取ることができる。後続
の工程は、放送網や通信網を介して、データアプリケーショングループの選択情報を受信
する工程と同様である。よって、詳しい説明は省略する。
【００６５】
　第２の方法によれば、デジタルメディア再生装置２００は、装置固有のデータアプリケ
ーションの選択情報を含むデータアプリケーション選択情報を生成し、生成されたデータ
アプリケーション選択情報をデジタルメディア再生装置２００に伝送する。記憶装置１０
０は、デジタルメディア再生装置２００に対して最適化された装置固有のデータアプリケ
ーションを選択し、選択された装置固有のデータアプリケーションをデジタルメディア再
生装置２００に伝送する。
【００６６】
　デジタルメディア再生装置２００は、データアプリケーショングループの選択情報を放
送網又は通信網を介して受信することができる。さらに、デジタルメディア再生装置２０
０は、記憶媒体に記憶されたデータアプリケーショングループの選択情報を読み取ること
ができる。データアプリケーショングループの選択情報は、データアプリケーショングル
ープに含まれた１以上のデータアプリケーションのそれぞれの仕様情報を含む。
【００６７】
　デジタルメディア再生装置２００は、システム情報をデータアプリケーショングループ
の選択情報と比較することにより、装置固有のデータアプリケーションの選択情報を生成
する。
【００６８】
　例えば、デジタルメディア再生装置２００は、デジタル放送を受信して提供する間、放
送網を介して、第１データアプリケーショングループに含まれたデータアプリケーション
を受信して実行するためのデータアプリケーショングループの選択情報を受信することが
できる。
【００６９】
　データアプリケーショングループの選択情報に含まれる仕様情報の分析により、第１デ
ータアプリケーションは第１製造業者によって製造されたデジタルメディア再生装置に対
して最適化されたデータアプリケーションであり、第２データアプリケーションは第２製
造業者によって製造されたデジタルメディア再生装置に対して最適化されたデータアプリ
ケーションであり、第３データアプリケーションは通信速度が２Ｍｂｐｓの場合に最適化
したデータアプリケーションであり、第４データアプリケーションは通信速度が１０Ｍｂ
ｐｓの場合に最適化したデータアプリケーションであり、そして、システム情報の分析に
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よりデジタルメディア再生装置２００が第１製造業者によって製造されたものである場合
、デジタルメディア再生装置２００は、第１データアプリケーション、すなわち、デジタ
ルメディア再生装置２００に対して最適化された装置固有のデータアプリケーション選択
情報を含むデータアプリケーション選択情報を生成する。
【００７０】
　デジタルメディア再生装置２００により生成されたデータアプリケーション選択情報は
記憶装置１００に伝送される。
【００７１】
　記憶装置１００は、受信されたデータアプリケーション選択情報に従って第１データア
プリケーションをデジタルメディア再生装置２００に伝送する。
【００７２】
　その後、デジタルメディア再生装置２００は、記憶装置１００から伝送されたデータア
プリケーションを受信し、受信したデータアプリケーションを実行する。
【００７３】
　第１及び第２の方法により、デジタルメディア再生装置２００は、記憶装置１００に記
憶されたデジタルメディア再生装置２００に対して最適化された１以上のデータアプリケ
ーションが提供される。従って、システム仕様や製造業者によるデータアプリケーション
の実行制限を解消することができる。
【００７４】
　図２は、本発明の装置固有のデータアプリケーションの提供方法の例示的フローチャー
トである。
【００７５】
　本発明の装置固有のデータアプリケーションの提供方法は、本発明のシステムのデジタ
ルメディア再生装置内で具現化される。
【００７６】
　図２を参照して、本発明の詳細な説明を行う。
【００７７】
　図２を参照すると、デジタルメディア再生装置は、データアプリケーショングループの
選択情報を受信する（Ｓ１００）。
【００７８】
　その後、記憶装置に記憶されたデータアプリケーショングループに含まれた１以上のデ
ータアプリケーションから装置固有のアプリケーションを選択するためのデータアプリケ
ーション選択情報を生成する（Ｓ１１０）。
【００７９】
　その後、データアプリケーション選択情報は記憶装置に伝送される（Ｓ１２０）。
【００８０】
　その後、装置固有のデータアプリケーションは、記憶装置から受信されて提供される（
Ｓ１３０）。
【００８１】
　本発明の方法は、図３及び図４を参照して詳細に説明される。
【００８２】
　図３は、本発明の装置固有のデータアプリケーションを選択するための第１の方法を例
示するフローチャートである。
【００８３】
　図３を参照すると、デジタルメディア再生装置は、データアプリケーショングループに
含まれたデータアプリケーションを受信して実行するためのデータアプリケーショングル
ープの選択情報を受信する（Ｓ２００）。
【００８４】
　デジタルメディア再生装置は、データアプリケーショングループの選択情報を放送網や
通信網を介して受信する。更に、デジタルメディア再生装置は、データアプリケーション
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グループの選択情報を記憶媒体から読み取ることができる。
【００８５】
　例えば、デジタルメディア再生装置は、デジタル放送を受信して提供する間、第１デー
タアプリケーショングループに含まれたデータアプリケーションを受信して実行するため
のデータアプリケーショングループの選択情報を放送網を介して受信することができる。
【００８６】
　その後、デジタルメディア再生装置は、データアプリケーショングループの選択情報を
含むデータアプリケーション選択情報を生成する（Ｓ２１０）。
【００８７】
　例えば、第１～第４データアプリケーションを含む第１データアプリケーショングルー
プと第５～第８データアプリケーションを含む第２データアプリケーショングループとが
記憶装置に記憶される場合、デジタルメディア再生装置は第１データアプリケーショング
ループの選択情報を含むデータアプリケーション選択情報を生成する。
【００８８】
　その後、ステップＳ２１０で生成されたデータアプリケーション選択情報は記憶装置に
伝送される（Ｓ２２０）。
【００８９】
　次に、記憶装置は、受信したデータアプリケーション選択情報に含まれた第１データア
プリケーショングループの選択情報に従って第１データアプリケーショングループを選択
する（Ｓ２３０）。
【００９０】
　記憶装置は、第１データアプリケーショングループに含まれた第１～第４データアプリ
ケーションからデジタルメディア再生装置に対して最適化された装置固有のデータアプリ
ケーションを選択する（Ｓ２４０）。
【００９１】
　特に、記憶装置は、第１～第４データアプリケーションのそれぞれの仕様情報をデータ
アプリケーション選択情報に含まれたデジタルメディア再生装置のシステム情報と比較す
ることによって、デジタルメディア再生装置に対して最適化された装置固有のデータアプ
リケーションを選択する。
【００９２】
　例えば、仕様情報の分析により、第１データアプリケーションは第１製造業者によって
製造されたデジタルメディア再生装置に対して最適化されたデータアプリケーションであ
り、第２データアプリケーションは第２製造業者によって製造されたデジタルメディア再
生装置に対して最適化されたデータアプリケーションであり、第３データアプリケーショ
ンは通信速度が２Ｍｂｐｓの場合に最適化したデータアプリケーションであり、第４デー
タアプリケーションは通信速度が１０Ｍｂｐｓの場合に最適化したデータアプリケーショ
ンであり、そして、システム情報の分析によりデジタルメディア再生装置が第１製造業者
によって製造されたものである場合、記憶装置は第１データアプリケーションを選択する
。
【００９３】
　その後、記憶装置は、選択されたデータアプリケーションをデジタルメディア再生装置
に伝送する（Ｓ２５０）。
【００９４】
　その後、デジタルメディア再生装置は、記憶装置から伝送されたデータアプリケーショ
ンを受信して実行する（Ｓ２６０）。
【００９５】
　図４は、本発明の装置固有のデータアプリケーションを選択するための第２の方法を例
示するフローチャートである。
【００９６】
　図４を参照すると、デジタルメディア再生装置は、データアプリケーショングループに



(12) JP 5284466 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

含まれたデータアプリケーションを受信して実行するためのデータアプリケーショングル
ープの選択情報を受信する（Ｓ３００）。
【００９７】
　デジタルメディア再生装置は、データアプリケーショングループの選択情報を放送網や
通信網を介して受信する。更に、デジタルメディア再生装置は、データアプリケーション
グループの選択情報を記憶媒体から読み取ることができる。
【００９８】
　その後、デジタルメディア再生装置は、デジタルメディア再生装置のシステム情報をデ
ータアプリケーショングループの選択情報と比較することによって、装置固有のデータア
プリケーションの選択情報を生成する（Ｓ３１０）。
【００９９】
　例えば、デジタルメディア再生装置は、デジタル放送を受信して提供する間、第１デー
タアプリケーショングループに含まれたデータアプリケーションを受信して実行するため
のデータアプリケーショングループの選択情報を放送網を介して受信することができる。
【０１００】
　データアプリケーショングループの選択情報に含まれた仕様情報の分析により、第１デ
ータアプリケーションは第１製造業者によって製造されたデジタルメディア再生装置に対
して最適化されたデータアプリケーションであり、第２データアプリケーションは第２製
造業者によって製造されたデジタルメディア再生装置に対して最適化されたデータアプリ
ケーションであり、第３データアプリケーションは通信速度が２Ｍｂｐｓの場合に最適化
したデータアプリケーションであり、第４データアプリケーションは通信速度が１０Ｍｂ
ｐｓの場合に最適化したデータアプリケーションであり、そして、システム情報の分析に
よりデジタルメディア再生装置が第１製造業者によって製造されたものである場合、デジ
タルメディア再生装置は第１データアプリケーション、すなわち、装置固有のデータアプ
リケーションの選択情報を生成する。
【０１０１】
　その後、ステップＳ３１０で生成されたデータアプリケーション選択情報は記憶装置に
伝送される（Ｓ３２０）。
【０１０２】
　記憶装置は、受信されたデータアプリケーション選択情報に含まれた装置固有のデータ
アプリケーションの選択情報に従って第１データアプリケーションを選択する（Ｓ３３０
）。
【０１０３】
　その後、記憶装置は、選択された第１データアプリケーションをデジタルメディア再生
装置に伝送する（Ｓ３４０）。
【０１０４】
　その後、デジタルメディア再生装置は、記憶装置から伝送された第１データアプリケー
ションを受信して実行する（Ｓ３５０）。
【０１０５】
　上述した方法により、デジタルメディア再生装置は、記憶装置に記憶されたデジタルメ
ディア再生装置に対して最適化された１以上のデータアプリケーションの１つが提供され
る。従って、システム仕様や製造業者によるデータアプリケーションの実行制限を解消す
ることができる。
【０１０６】
　さらに、本発明は、本発明の装置固有のデータアプリケーション提供方法の各ステップ
を実現するプログラムを有するコンピュータで読み取り可能な媒体を提供する。
【０１０７】
　コンピュータで読み取り可能な媒体は、コンピュータシステムによって読み込まれるこ
とができるようにデータ、すなわち、コード又はプログラム形式のデータを記憶するため
の様々な記憶装置を示す。コンピュータで読み取り可能な媒体は、例えば、ＲＯＭ、ＲＡ
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Ｍ等のメモリと、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体、磁気テープ、（登録商標
）フロッピーディスク等の磁気記憶媒体、光データ記憶装置等である。コンピュータで読
み取り可能な媒体は、例えば、インターネットを介して送信されるデータも含む。また、
コンピュータで読み取り可能な媒体は、ネットワークを介して接続されたコンピュータシ
ステムに分散されて記憶される、コンピュータで読み取り可能なデータによって具現化さ
れてもよい。
【０１０８】
　本発明のコンピュータで読み取り可能な媒体は、図２～図４を参照して説明された本発
明の方法のコンピュータで読み取り可能なデータと実質的に同じであるので、詳細な説明
を省略する。
【０１０９】
　本発明は好ましい実施形態を参照して具体的に示され、かつ記述されたが、本発明の属
する技術分野の通常の知識を有する者であれば、請求の範囲によって規定される本発明の
思想及び範囲から逸脱しない範囲内での様々な変形が可能であることが理解できるであろ
う。
【産業上の利用可能性】
【０１１０】
　本発明によれば、デジタルメディア再生装置のシステム情報に基づき、装置固有のデー
タアプリケーションを提供することができる。従って、システム仕様や製造業者によるデ
ータアプリケーションの実行制限を解消することができる。

【図１】

【図２】

【図３】
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